○滝川地区広域消防事務組合情報公開条例施行規則

制　定　平成19年11月26日規則第15号

改正　平成28年３月31日規則第９号
　
（趣旨）

第１条　この規則は、滝川地区広域消防事務組合情報公開条例（平成19年滝川地区広域消防事務組合条例第７号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。

　（公開請求書の記載事項等）

第２条　条例第８条第３号に規定する実施機関が定める事項は、次に掲げるものとする。

　⑴　公文書の公開の方法

　⑵　条例第５条第１項第２号に掲げるものにあっては、そのものが関係市町の区域内に有する事務所又は事業所の名称及び所在地

　⑶　条例第５条第１項第３号に掲げる者にあっては、その者が勤務する事務所又は事業所の名称及び所在地

　⑷　条例第５条第１項第４号に掲げる者にあっては、その者が在学する学校の名称及び所在地

　⑸　条例第５条第１項第５号に掲げるものにあっては、そのものが有する利害関係の内容

２　条例第８条に規定する請求書の提出は、公文書公開請求書（別記第１号様式）により行うものとする。

　（公開の請求に対する決定等の通知）

第３条　条例第９条第２項の規定による通知は、公文書（公開・一部公開・非公開）決定通知書（別記第２号様式）により行うものとする。

２　条例第９条第４項の規定による通知は、公文書公開決定期間延長通知書（別記第３号様式）により行うものとする。

　（第三者の意見聴取）

第４条　条例第10条第１項の規定による第三者の意見の聴取は、公文書公開請求に関する意見照会書（別記第４号様式）及び公文書公開請求に関する意見書（別記第５号様式）により行うものとする。

２　条例第10条第２項の規定による通知は、公文書公開請求に関する決定通知書（別記第６号様式）により行うものとする。

　（公文書の公開の方法等）

第５条　条例第11条第１項の規定による公文書の公開は、組合長が指定する日時及び場所において行うものとする。

２　前項の場合において、公文書を閲覧し、又は視聴する者は、当該公文書を丁寧に取り扱うこととし、これを改ざんし、汚損し、又は破損してはならない。

３　組合長は、前項の規定に違反し、又は違反するおそれがある者に対し、当該公文書の閲覧又は視聴を中止させることができる。

４　公文書の写しの交付部数は、請求１件につき１部とする。

　（費用の納入）

第６条　条例第12条第２項に規定する公文書の写しの作成及び送付に要する費用は、組合長が別に定める。

２　前項の費用は、前納とする。

　（運用状況の公表）

第７条　条例第16条の規定による運用状況の公表は、請求件数、公開及び非公開の件数、審査請求の件数その他必要な事項を組合の広報紙に掲載することにより行うものとする。

　（施行細目）

第８条　この規則に定めるもののほか必要な事項は、組合長が別に定める。

　　　附　則（平成19年11月26日規則第15号）
　この規則は、平成20年４月１日から施行する。
附　則（平成28年３月31日規則第９号）
　（施行期日）
１　この規則は、平成28年４月１日から施行する。
　（暫定措置）
２　この規則の施行の際現に存するこの規則による改正前の滝川地区広域消防事務組合情報公開条例施行規則、滝川地区広域消防事務組合個人情報保護条例施行規則、職員の分限及び懲戒に関する条例施行規則及び一般職の職員の給与に関する条例施行規則に定める様式による用紙については、所要の調整をして、当分の間、これを使用することができる。
